
６．単元指導計画 

【 前 単 元 ま で に 身 に 付 け て き た 内 容 】           【 本 単 元 の 評 価 規 準 】                                                                                                      

【今後の学習へのつながり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太字：教師の働きかけ  ＜＞：児童の活動 わ：かっていること 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 技 能 知識・理解 

･小数も整数と同じく十進法であること

の理解を深め，小数を正しく用いよう

としている。 

・１０００分の１の位までの小数の表し

方や大きさについてカードや数直線

図を使って，理解しようとしている。 

・自分の考えを話したり，仲間の考えを

聞いたりするなど進んで交流活動に

参加している。 

･１０分の１に満たない数の表し方を考え

る場合について，数直線図やブロック

使って考えを進めている。 

･１００分の１，１０００分の１の小数の加

法や減法の仕方を考える場合につい

て，１０分の１の位までの小数の加法や

減法の計算手順をもとに考えを進めて

いる。 

･１０００分の１の位までの小数について，小数点

の位置を適切に取り表すことができる。 

･１０００分の１の位までの小数の加法や減法の

計算をすることができる。  

・筆算を使って正しく計算することができる。 

・１００分の１や１０００分の１を単位とし

た小数は、１０分の１の単位に満たな

い数の大きさであることを理解してい

る。 

･１００分の１や１０００分の１の位の小

数の加法や減法も，小数点をそろえ

て位ごとに計算すればよいことを理解

している。 

 

次                          １ 小数の表し方                              ２ 小数と整数のしくみ 

時 １             ２             ３   ４  ５   ６ 

ね 
ら 
い 

１００分の１の位までの小数を

表したり、読んだりする。 

１００分の１の位までの小数を用い

て，ｍ単位で長さを表す。 

１０００分の１の位までの小数を表し

たり，読んだりする。 

０.００１までの大きさを理解し，小数も

十進法のしくみになっていることに気付

く。 

小数のしくみについて理解し，小数の

各位の名称について知る。 

小数を相対的な大きさで表したり，大

小を比較したりする。 

数学的

活動 

図を用いて、１００分の１の位の小数の表

し方を考え、表現する活動 

ｃｍで表された長さを、小数を用いてｍで表現

する活動 

ｍで表された長さを、小数を用いてｋｍで表現する

活動 

方眼図を用いて、１の位から１０００分の１の位の

関係を確かめる活動 

単位とする数の幾つ分と見て、位ごとの仕組みを確

かめる活動 

数直線を用いて、小数を相対的に表現したり、小数

の大小比較を考察したりする活動 

学
習
内
容 

本時の基盤となる学習内容を確認す

る。 

○１を１０等分した数について確認す

る。 

問題を提示する 

○教科書 P.６７の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→１．３Ｌとあと少しの量を考える。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○１を１０等分した数が０．１となること

から０．１より小さい数の表し方につ

いて図を用いて考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え

方のよさを話し合う。 

○０．１をさらに１０等分することで０．

１より小さい数も表すことができる。 

まとめる 

 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○０．０１は０．１を１０等分した数であるこ

とを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P.６９の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→１ｍに満たない長さをｍで表す方法に

ついて考える。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○巻き尺の図を用いて、１０㎝は１ｍのど

れだけにあたるのかを考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方の

よさを話し合う。 

○１０㎝は１ｍの１０分の１であり、０．１㎝

と表すことができる。 

まとめる 

 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数を使うことで，㎝をｍで表すことがで

きたことを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P.７０の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→㎞の単位とｍの単位との対応関係につい

て考える。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○㎝を小数を用いてｍで表したように，１㎞

に満たない長さも小数を用いて㎞で表す

方法を考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方のよ

さを話し合う。 

○１ｍを㎞で表す時，０．０１をさらに１０分の

１した数０．００１という数になる。 

まとめる 

 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○１０００分の１の位を０．００１と表すことを

確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P７１の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→１の位から１０００分の１の位の数の間に

ある大小関係について考える。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○方眼図をもとに，１，０．１，０．０１，０．００

１の数のしくみから位の変わり方について

考える。 

＜全体追究＞ 

○方眼図を使って考えを説明する。 

○１それぞれの数は１０分の１するごとに位

が一つ下がり、１０倍するごとに位が一つ

上がる。 

まとめる 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数の大小関係は，１０倍や１０分の１の

関係にあったことを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P７２の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→４２．１９５を構成する数について考える。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○小数４２．１９５のそれぞれの位の数字が表

す大きさについて考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方のよさ

を話し合う。 

○１０の位から１０００分の１の位までのそれ

ぞれの位の数を合わせて４２．１９５となる

ことを表すことができる。 

まとめる 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数は位ごとの数が集まることで構成され

ていることを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P７３の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→１．２５の構成を０．０１をもとにして考える。 

 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○１．２５は１，０．２，０．０５をあわせた数で

あることから，数直線を用いてそれぞれの

数が０．０１をいくつ集めた数であるかにつ

いて考える。 

＜全体追究＞ 

○数直線を使って考えを説明する。 

○それぞれの数は０．０１を，１は１００こ，０．

２は２０こ，０．０５は５こあわせた数である

と表すことができる。 

まとめる 

 

評価 

問題 
・０．０１Ｌを１０個集めたかさは，何Ｌに

なるでしょう。 
・３ｍ６㎝を，ｍを単位として表しましょう。 ・６４０３ｇは何ｋｇでしょう。 

・０．００１の１００倍，１０００倍の数をそれぞれ書き

ましょう。 
・５．９６３の５と６はそれぞれ何の位でしょう。 

・０．００１を３８６こ集めた数をいいましょう。また， 

２５９８こ集めた数をいいましょう。 

評価 

規準 

◎関：１００分の１の位までの小数を既習

の小数のしくみに基づいて調べよう

としている。 

〇知：水かさについて，１００分の１の位ま

での小数を用いて表す方法や読み

方を理解している。 

◎技：長さに関する測定値について１００分の１

の位までの小数で表したり，読んだりす

ることができる。  

 

◎技：具体的な測定値について１０００分の１の位

までの小数で表したり、読んだりすることが

できる。  

 

◎知：小数は整数と同じように十進法のしくみにな

っていることを理解している。 

 

◎知：「１００分の１の位(小数第二位)，１０００分の

１の位(小数第三位)」の用語と意味を理解し

ている。 

○技：１０００分の１の位までの小数を，単位とする

小数のいくつ分とみて，加法的に表すことが

できる。 

◎技：小数の大きさを０．０１や０．００１をもとにして

相対的に表すことができる。 

 

○知：小数の大小の比べ方を理解している。 

支
援
の 

手
立
て 

・１０分の１についての理解が十分でない。 

⇒直方体ブロックを使って,ブロックが１０個

集まって１になることから、１０等分につい

て復習し、１００分の１へつなげる。 

・小数を使ったｍの表し方が理解できない。 

⇒１ｍが１００ｃｍであることを確認し、１０分の

１は１０等分であることから１ｍの１０分の１に

ついて考える。 

・１００分の１のさらに１０分の１が理解できない。 

⇒１m は０．００１ｋｍであることを確認し,９ｍは１

ｍの９つ分であることから０．００９ｋｍと導く。 

 

・十進法が理解できない。 

⇒１が１０個で１０の位,つまり位が一つ上がるのと

同じように,小数も１０個同じ単位の小数が集ま

れば単位が変わることを再度おさえる。 

・位ごとの表を埋められない。 

⇒整数４２１９５に置き換えてそれぞれの位の数に

ついて考えさせる。 

・小数の大小の見当がつかない。 

⇒数直線の性質を振り返り、右に行くほど数は大き

く,左に行くほど数は小さくなることを確認する。 

３年生 小数の意味や表し方 

・端数部分の大きさを表すのに少数を用いる

こと。また、小数の表し方及び１０分１の位に

ついて理解している。 

３年生 小数の加法・減法 

・１０分の１の位までの小数の加法及び減法

について理解し，計算の仕方を考え，それら

の計算ができる。 

小学４年生「小数と整数のかけ算・わり算」 

・小数×整数，小数÷整数の計算原理と筆算 

小学５年生「整数と小数」 

・整数と小数の統合的な見方 

小学５年生「小数のかけ算」 

・小数をかける計算の原理と筆算 

小学５年生「小数のわり算」 

・小数でわる計算の原理と筆算 

課題 ㎝をｍで表すにはどのように

したらよいだろうか。 
課題 ｍを㎞で表すにはどのようにし

たらよいだろうか。 

課題 １の位から１０００分の１の位の

数の関係はどのようなしくみだろうか。 

１ｍを１０等分した長さの１０㎝

は，０．１ｍと表せばよい。 ０．０１をさらに１０等分した数を

０．００１といい、１ｍは０．００１㎞と

表せばよい。 

 

０．１が１０こで１になるように，０．０１

や０．００１もそれぞれ１０こ集まることで

位が一つ上がるしくみになっている。 

課題 ０．１より小さい数はどの

ように表したらよいだろうか。 

 ０．１をさらに１０等分した数を０．

０１と表すことができる。れい点れ

いいちと読む。 

 

課題 ４２．１９５をつくる数の集まりは、

どのようにつくられているだろうか。 

課題 １．２５について，０．０１をもと

にすると、いくつ分と考えられるだろう

か。 

小数は，位ごとの数が集まることで、

たし算のようにつくられている。 

１２５個分と考えることができる。小数は，

一つの位の数の集まりとしても考えることが

できる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

次         練習                                                      ３ 小数のたし算とひき算        まとめの練習 

時 ７           ８(本時)             ９  １０ １１  １２ 

ね 
ら 
い 

基本的な学習内容について習熟

し,それを活用する。 

小数の加法の計算の仕方を考える

活動を通して、計算の原理や手順を

理解し、整数と同じように位を揃えて

計算することができる。 

小数点以下の桁数が異なる加法

や,答えの末尾が０の加法の処理の

仕方を理解する。 

小数の減法の計算原理を小数のしく

みから理解し,説明する。 

小数点以下の桁数が異なる減法や,

答えの末尾が０の減法の処理の仕方

を理解する。 

基本的な学習内容を理解し，それを

活用する。 

数学的

活動 
 

１００分の１の位の小数の加法の計算原理を既

習内容を活用し、説明する活動 

小数点以下の桁数が異なる加法の計算の仕

方や、答えの末尾が０になる加法の処理の仕

方を確かめる活動 

１００分の１の位の小数の減法の計算原理を既習

内容活用し、説明する活動 

桁数がふぞろいな小数の減法の計算の仕方を

確かめる活動 
 

学
習
内
容 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数の表し方やしくみについて学習し

てきたことを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P.７４の問題を提示する。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○「それぞれの位の数の個数を調べる」

(第５時)，「０．０１をもとにする」(第６

時)の考え方を使って，小数を構成的

に捉えることができる。 

 

 

 

 

 

問題を提示する 

○教科書 P.７５の問題を提示する 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数は，それぞれの位の数の個数やも

とにする小数がいくつ集まった数かで表

すことができたことを確認する。 

 

・場面について話し合う。 

→１．２３＋４．７５と立式し、１００分の１の

位の小数のたし算の計算方法を考え

る。 

 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○①０．０１をもとにした見方，②それぞれ

の位をたす，③筆算の計算から１００分

の１の位の小数のたし算の計算のしか

たを考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方の

よさを話し合う。 

○小数の加法は，整数のたし算と同じよう

に，同じ位どうしの数を計算することで

答えを出すことができる。 

まとめる 

 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数の加法は，整数のたし算と同じよ

うに，同じ位同士の数を計算できたこ

とを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P.７７を提示する。 

・場面について話し合う。 

→桁数が異なる小数の加法の計算のし

かたについて考える。 

 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○①０．０１をもとにする，②位ごとに足

す，③筆算の計算から小数同士のた

し算の計算のしかたを考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方

のよさを話し合う。 

○桁数が異なる小数の加法は，小数点

の位置を揃えて筆算の計算をし，同じ

位同士の数を計算することで答えを出

すことができる 

まとめる 

 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数は，それぞれの位の数の個数やもと

にする小数がいくつ集まった数かで表すこ

とができたことを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P.７８の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→４．５６－１．３５と立式し、小数と小数のた

し算の計算方法を考える。 

 

 

 

 

 

<個人追究> 

○既習事項の①０．０１をもとにする，②位ご

とにひく，③筆算の計算から１００分の１の

位の小数のひき算の計算のしかたを考え

る。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方のよ

さを話し合う。 

○小数の減法は，整数のひき算と同じよう

に，同じ位同士の数を計算することで答え

を出すことができる。 

まとめる 

 

 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数の減法は，整数のひき算と同じよう

に，同じ位同士の数を計算できたことを

確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P７９の問題を提示する。 

・場面について話し合う。 

→桁数が異なる小数の減法の計算のしか

たについて考える。 

 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

○①０．０１をもとにする，②位ごとにひく，

③筆算の計算から小数同士のひき算の

計算のしかたを考える。 

＜全体追究＞ 

○それぞれの考えを説明する。考え方の

よさを話し合う。 

○桁数が異なる小数の減法は，小数点の

位置を揃えて筆算の計算をし，同じ位同

士の数を計算することで答えを出すこと

ができる 

 

本時の基盤となる学習内容を確認する。 

○小数の表し方やしくみについて学習してき

たことを確認する。 

問題を提示する 

○教科書 P.８０の問題を提示する。 

 

 

 

 

＜個人追究＞ 

・図や表を使って考える。 

評価 

問題 
・９．５８について考えてみましょう。 

・次の計算をしましょう 
２．４１＋１．２６ 

・次の計算をしましょう 

５．７４＋２．６ 

３．６９＋２．８１ 

・３．６７km のマラソンコースを２．４２km 

走りました。残りの距離は何 km になるでしょ 

う。①②③の考え方から一つ選んで，ペアで説 

明し合いましょう 

・次の計算をしましょう 

１５．８４－６．５ 

１．２－０．５８ 

 

評価 

規準 

◎知：１０００分の１の位までの小数の表し

方，しくみ，相対的な見方を理解してい

る。 

〇技：小数の大きさを０．０１や０．００１をもと

にして相対的に表すことができる。 

 

◎考：小数の加法の計算のしかたを既習事項を 

もとに考えている。 

○技：１０００分の１の位までの小数の加法の計

算ができる。 

○知：１０００分の１の位までの小数の加法の計

算原理を理解している。 

◎技：小数点以下の桁数が異なる加法や答

えの末尾が０の加法の計算が筆算でで

きる。 

○関：１０００分の１までの小数の加法の計算

のしかたを意欲的に考えようとしてい

る。 

◎考：小数の減法の計算のしかたを既習事項をも 

    とに考えている。 

○技：１０００分の１の位までの小数の減法の計算 

    ができる。 

○知：１０００分の１の位までの小数の減法の計算 

    原理を理解している。 

◎技：１０００分の１の位までの小数の減法の計

算を筆算でできる。 

○関：１０００分の１までの小数の減法の計算の

しかたを意欲的に考えようとしている。 

 

◎技：１０００分の１の位までの小数の表し方を理

解し，加法と減法ができる。 

支
援
の 

手
立
て 

・練習問題が解けない。 

⇒対応する時間のページに戻り、数直線やブ

ロックなどを使って知識の定着を再度図

る。 

・考えを持つことができない。 

⇒小数の仕組みを示し、基となる考え方に気付

かせる 

⇒位取りのヒントカードを提示する。 

 

・１．９を１．９００と表記する。 

⇒０の意味について考えさせる。「数がない」

という思考から表記の必要がないことを気

付かせる。 

・３つの考え方から選択できない。 

⇒考え方の道筋が書かれた穴埋め式ヒントカード

を渡す。 

・計算の見通しが立たない。 

⇒加法の際に,位をそろえて計算したことを想起

させ,概数の知識からおよその数の見積もり

を持たせる。 

・練習問題が解けない。 

⇒対応する時間のページに戻り、数直線やブロッ

クなどを使って知識の定着を再度図る。 

課題 １００分の１の位の小数のたし

算はどのように計算したらよいだろ

う。 

 

課題 けたの数がちがう小数どうし

のたし算はどのように計算したらよい

だろうか。 

課題 ４．５６－１．３５（小数の引き算）

はどのように計算したらよいだろうか。 

１００分の１の位の小数のたし算

も、整数と同じように位をそろえて計

算すればよい。 

筆算は小数点の位置をそろえて

書き、同じ位どうしを計算すればよ

い。 

 

課題 小数をいろいろな考え方で

表そう。 
課題 小数のいろいろな問題がとけるよ

うにしよう。 

課題 けたの数がちがう小数どうしの

ひき算はどのように計算したらよいだ

ろうか。 

筆算は小数点の位置をそろえて

書き、同じ位どうしを計算すればよ

い。 

 

小数のひき算は，同じ位どうしの数

を計算すればよい。 


